
安全保障輸出管理 文書の流れ

教職員等
（部局輸出管理責任者）

部局長
（部局輸出管理担当者）

部局実務担当者

（輸出管理統括責任者）
総長が指名する理事（担当理事）

（輸出管理最高責任者）
総長

技術の提供、貨物
の輸出が具体化

技術提供、貨物輸出を実行
（貨物輸出では許可証を税関に提出）

該非判定書の作成

取引審査表の作成

許可申請書の作成

技術提供、貨物輸出の決定

事前相談対応

適用除外チェックリストの作成

一次該非判定･確認

一次取引審査･承認

二次該非判定･最終確認

二次取引審査･承認

経済産業大臣認可

経済産業省

非該当 該当またはキャッチオールにかかるおそれ

（共同研究契約書等とともに審査） 非該当

報告

※ ２段階審査にするのは、輸出者等遵守基準の趣旨

相談シートの作成
（以降のどのタイミングでも可

該当

（輸出管理統括担当者）
研究国際部

安全保障輸出管理担当
（統一相談窓口）

安全保障輸出管理全般に
関する助言・指導・サポート
※対象：教職員等及び部局

輸出管理統括責任者、
輸出管理実施責任者
の指名

許可申請書確認・押印（総長印）

許可申請

押印依頼
許可申請不要

技術・貨物、相手方、
用途に関する情報
の確定、
専門知識の助言

許可証許可証の受領・回送

（一次審査部門） （二次審査部門）

安全保障輸出管理委員会
・統括責任者 ・総長が指名する理事
・部局責任者のうち統括責任者が指名する者
・研究国際部長
・その他統括責任者が必要と認める者

管理の対象と
なる事案の例

・留学生受入れ

・研究者の国際
交流

・国際的な共同
研究
・ＭＴＡ
・技術指導

・研究機材の国
際共同利用

・研究機材や
データ等の国
外持ち出し
・・・など

※外国に対して
物や技術を提
供することが全
て「輸出」と見な
されます。

許可証の受領・回送

手続き等全般
に関する実務

関係文書等
の保管

関係文書等
の保管

本部の担当部課
（総務部、研究国
際部等）が連携・

協力

教職員等
から直接の
相談も受付。


